
【資料１】 令和４年度　体力・運動能力調査結果及び分析・対策 令和５年３月２９日

（１）令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果（全国平均を５０としたときの比較） (２)調査結果の分析

【-5ｐ以上】 【-5～-2ｐ】 【-2～0ｐ】 【0～2ｐ】 【2～5ｐ】 【5ｐ以上】
弱み 強み

②意識面　全国（割合％）との比較

全国体力・運動能力調査、運動習慣等調査＜意識調査＞の結果
　（体力合計点との相関が指摘されているものや松江市教育委員会として注目しているものを挙げています）

【-7%以上】 【-7～-3%】 【-3～0%】 【0～3%】 【3～7%】 【7%以上】
弱み 強み

（３）令和５年度の方針【学校全体での取組】
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①体力向上や体育授業に関する校内研修会等の計画について
・年度当初の職員会議にて持田小学校の児童の体力状況について，全職員で周知できるようにする。
→本校の運動課題が「巧緻性」「筋持久力」であることを確認，取り組んでいくべき運動について話し合う。
・夏季休業中に，Ｒ４体力運動能力調査結果を元に，改めて持田小児童の運動課題を確認し，2学期から取り組んでいく運動を計
画する。
・冬季休業中に，2学期の運動の取組についてふり返り，各学年の取組を紹介し合う。

②体育科授業の工夫・改善について
・年度当初の職員会議にて，持田小児童の体力状況について共通理解するだけでなく，体育の授業で「全校で取り組んでいきた
い運動」について説明，共通理解する。
・ＩＣＴ活用について課題が見られるので，積極的な活用を呼びかける。

③体育授業以外の活動の工夫について
・スポーツ委員会主催のスポーツ大会を計画し，運動に親しむ機会を充実させる。
・マラソン，鉄棒，登り棒などについて「強化週間」を設定し，休憩時間にも体力向上を図る。

④家庭・地域、近隣の学校・園等との連携、情報発信について
・長期休業中に取り組める運動カードを作成し，挑戦できるようにする。
・嵩の杜学園での情報交換の継続。
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